万葉七夕歌・二星逢会の表現 by 下西 善三郎
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㈹遠妻と手枕交へて迄（（」寝る夜は鶏が音な鳴き明けば明けぬとも
（ｎ．二○二一）
何
年
に
あ
り
て
今
か
ま
く
ら
む
ぬ
ば
た
ま
の
夜
霧
隠
り
に
遠
妻
の
手
を
（ｎ．一一○三五）
㈹・……：ひきかたの天の河原に天飛ぶや領巾片敷きて真玉手の玉
手
ざ
し
交
へ
あ
ま
た
夜
も
寝
ね
て
し
か
も
秋
に
あ
ら
ず
と
も
（８．’五二○）
目妹が袖われ枕かむ川の瀬に霧立ち渡れさ夜ふけぬとに
（四・四一六三）
万葉七夕歌およそ一一一一○余首、そのうたわれ方は多岐にわたる。
掲
出
の
四
首
は
、
い
ず
れ
も
、
牽
牛
・
織
女
二
塁
逢
会
の
七
月
七
日
当
夜
を
う
たう。「年の恋」（巻ｎ．二○一一一七他）を尽くす七日当夜、二塁の過
ごし方が、「手枕」（及びその類似表現）によってとらえられた歌の
例である。
川は万葉七夕歌の創草期にあたる人麻呂歌集歌、回は奈良期出典
未詳歌、ｈは「天平元年七月七日夜、憶良仰観天河一の左注を有す
る、山上憶良の長歌の末九句、口は、天平勝宝一年季春一一一月九日、
「興中所作之歌」（四一五九～四一六五の総題）の中に見える「子作
万
葉
七
夕
歌
・
二
星
逢
会
の
表
現
七
夕
歌
一
首
二
四
一
六
三
題
詞
一
で
大
伴
家
持
の
俺
ｌ
初
期
万
葉
に未生の七夕歌が、「天武朝中期に生まれるべくして生まれた」のは、
「
中
国
伝
来
の
天
文
暦
法
（
元
嘉
暦
・
儀
鳳
暦
）
へ
の
関
心
の
深
ま
り
」
に
か
わっていたが（伊藤博『万葉集の表現と方法可上』第三章第四節）、
天
武
朝
、
人
麻
呂
の
時
代
に
ひ
と
た
び
生
ま
れ
出
た
七
夕
歌
は
、
作
者
偏
在
の
傾
向
を
示
し
な
が
ら
も
、
以
後
の
万
葉
各
期
に
う
た
い
継
が
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
万
葉
第
二
期
以
後
、
三
期
・
囚
期
を
う
た
い
継
い
だ
七
夕
歌
が
、
「
手
枕
」
佗詠丹込むこと目体に特段の不審はない。しかし、たとえば王朝期
勅撰八代集の七夕歌は、「手枕」を詠み込むことがない。万葉七夕歌
における「手枕」の詠み込みは、その点からも注意される。そして、
そ
の
詠
ま
れ
方
が
、
少
し
く
二
塁
逢
会
の
具
体
に
踏
み
込
ん
だ
う
た
い
方
で
あ
る
点
に
注
意
さ
れ
る
。
こ
こ
ろ
み
に
、
古
今
集
の
七
夕
歌
を
み
る
。
契
り
け
む
心
ぞ
つ
ら
き
た
な
ば
た
の
年
に
ひ
と
た
び
途
ふ
は
逢
ふ
か
は
（
古
今
・
秋
上
二
七
八
）
年ごとに逢ふとはすれどたなばたの寝る夜のかずぞすぐなかり
け
る
（古今・秋上・’七九）
十
一
首
の
七
夕
歌
を
群
載
す
る
古
今
集
巻
第
四
秋
上
の
七
夕
歌
群
（
一
七
三
～一八三番）が、さらに細かくは、「待つ織女」（一七一一一～一七五）、
７】
「訪れる牽牛」（’七六～七）、「一一塁逢会」（’七八～九）、「寄七夕恋」
下
西
善
三
郎
１
（’八○～｜）、「後朝」（’八二～一一一）と呼び得る項目をそれぞれ
に
主
題
化
し
て
い
る
こ
と
、
又
、
歌
群
が
歌
群
全
体
と
し
て
、
進
行
す
る
時
間
の順序を逐う配列の原則を示していることは、一読、了解される。
立秋以後七日以前の「待つ織女」にうたい起こし（一七三）、七日夜
の渡河前・渡河中の状況をうたい継いで（一七四～七）、七日夜の二
星逢会の頂点をうたったのが前掲の二首（’七八・一七九）である。
「後朝の別れ」の感懐が、この後にうたわれる（一八一一～三）。
前掲二首の傍線部に見るごとく、古今集七夕歌は、七月七日当夜、
二
星
相
会
の
そ
の
時
を
、
「
逢
ふ
」
と
い
う
、
そ
の
こ
と
ば
自
体
に
お
い
て
は
抽象的・間接的な言い方でうたう。「寝る夜」とは表現しても、「遠
妻と手枕交へてさ寝る」（万葉ｎ．二○二一）「真玉手の玉手さし交へ
あ
ま
た
夜
も
寝
ね
て
し
か
も
」
（
万
葉
８
．
一
五
二
○
）
と
い
う
ふ
う
な
、
状
況
の
具
体
を
写
し
添
え
る
表
現
を
と
ら
な
い
。
二
星
相
会
の
そ
の
時
を
う
た
う
表
現
か
ら
、
二
星
の
過
ご
し
方
の
具
体
を
捨
象
す
る
う
た
い
方
が
、
古
今
集
七
夕
歌
の
あ
り
方
だ
っ
た
、
と
言
え
る
。
以
後
、
勅
撰
集
の
七
夕
歌
は
ほ
ぼ
こ
の
傾
向
を
う
け
つ
ぐ
。
新
古
今
集
に
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
七
夕
の
天
の
羽
衣
う
ち
重
ね
寝
る
夜
涼
し
き
秋
風
ぞ
吹
く
（新古今・秋上・三一八）
と
い
う
よ
う
な
一
首
を
見
る
も
の
の
、
し
か
し
、
こ
れ
と
て
も
、
久
保
田
淳
『
新
古今和歌集全評釈』が、「『寝る夜』とは、この場合、男女が相会
い、共寝する夜を意味する。しかし、その男女は『天の羽衣』を着
た神仙で、そのまわりには『涼しき秋風』が吹いている。そういう
設
定
が
、
男
女
の
歓
会
を
さ
す
か
な
り
直
接
的
な
表
現
の
も
つ
な
ま
な
ま
し
さ
を救っているようである」と評するように、二星歓会の具体は、い
わば「神仙」のオブラートにくるまれてある。事実、万葉七夕歌が
牽牛・織女二星の着衣を「天の羽衣」ということばでとらえること
はなかったのである。新古今三一八歌は、天界の恋を天人の恋とし
て距離を置いたところから眺められてる。二塁歓会の状況の具体
を写し添える表現をとるように見えながらも、天人の恋としてうた
われたそれは、地上の恋の現実相が重ねられたわけではもとよりな
かった。「七夕の二足が天の羽衣を重ね夜を共にしている天上の怖
景の想像は、清らかで美しい」（峯村文人『新古今和歌集』・小学館）
と評される所以であるだろう。また、詞花集の七夕歌は二塁逢会の
前後をうたって二塁逢会のその時をうたう歌を収めない。総じて、
勅撰八代集に見る七夕歌は、二塁逢会の具体を拾象し、直接的な表
現を用いないでうたった古今集七夕歌のあり方を襲っていたのであ
る。わずかに、「たなばたは雲のころもをひきかさねかへさで寝る
や一」よひなるらん」（後拾遺・秋上・二四一）や「七夕のあまのかは
らのいはまくら交はしもはてず明けぬ一」よひは」（千枚・秋止・一一
一一一七）の二首にその消極的な例外が認められるばかりであるだろう。
こ
れ
は
、
古
今
集
以
後
の
勅
撰
和
歌
集
の
歌
の
言
語
に
お
い
て
、
と
い
う
こ
とは平安時代になって「外に対して閉鎖的な宮廷文化が成立し、そ
れ自身を発展させ、洗練し、形式化する」ようになった炭族社会
内部の歌の言語において、性にかかわる表現が、おおむね間接的・
腕曲的になっていった一般的傾向（加藤周一『梁塵秘抄』Ⅲの３）の
中でとらえられる現象であるだろう。万葉以前の性的表現が、その
直
接
性
と
感
覚
性
を
い
と
い
、
忌
避
す
る
状
況
の
中
に
は
必
ず
し
も
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
て
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
万
葉
七
夕
歌
が
、
二
塁
逢
会
の
具
体
に
言
い及んてうたうのも、むしろ自然な勢いであったと言うべきだろう。
直接的といい感覚的というのも、その実態は、さまの具体を直接的
２
左指示言語で表現することにほかならないだろうからである。
一一
二
塁
逢
会
の
局
面
が
具
体
の
肉
付
け
を
と
も
な
っ
て
う
た
わ
れ
た
こ
と
は
、
「手枕」以外では、次のような表現に見ることができる。
口
恋
ふ
る
日
は
日
長
き
も
の
を
今
だ
に
も
乏
し
む
く
し
や
逢
ふ
べ
き
夜
だ
に
（ｎ．二○’七）
右
に
掲
出
の
四
首
は
、
い
ず
れ
も
二
星
逢
会
の
そ
の
時
を
う
た
う
も
の
と
判
断される。ただし、それは、いずれもが七夕歌群の中に明確に位置
づけられていることによって得られる印象である。何歌を除く他の
４
一一一首には、所謂「七夕語彙」は含まれず、もし単独に取り出されれ
ば、七夕に限定されない通常の恋歌としての亭受すらも可能であろ
う。ということは、万葉七夕歌の扱う天上の恋が、通常の万葉恋歌
の
う
た
わ
れ
方
一
般
に
き
わ
め
て
近
し
い
関
係
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
いる。「紐解き」にしろ「言間ひ」にしろ、それらは七夕歌に専用
さ
れ
る
歌
こ
と
ば
で
は
も
と
よ
り
な
く
、
地
上
に
相
会
う
男
女
の
恋
を
う
た
う
ために普通に用いられた恋詞であった。つまり、「天上の恋」が「地
上の恋」の歌ことばによってうたわれたのである。同じように、「手
枕」もまた、まず「地上の恋」の歌ことばだった、「天上の恋」が
何高麗錦紐解きかはし天人の妻どふ宵ぞ我れも偲はむ
（ｎ．二○九○）
Ⅲ我が待ちし秋は来りぬ妹と我れと何事あれぞ紐解かずあらむ
（ｎ．一一○三六）
い
た
だ
今
宵
逢
ひ
た
る
児
ら
に
言
間
ひ
も
い
ま
だ
せ
ず
し
て
さ
夜
ぞ
明
け
に
け
る
（、．二○六○）
「地上の恋」の歌ことばによって彩られ現実化されたのだ、と考え
られる。
これは、天武朝期に「突如として」出現した万葉七夕歌が、中国
渡来の七夕伝説及び七夕詩の、その摂取と変容の上に創始されたも
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
関
わ
っ
て
い
る
。
海彼の七夕伝説・七夕詩とわが万葉七夕歌との間の最も顕著に観
察される異なりは、この方面での先駆的論考、小島憲之『上代日本
文学と中国文学員中巻第五篇第九章）によれば、渡河者及び渡河の
手段の相異をまず数えることができる。海彼の織女は、「仙車」「鳳
駕
」
に
乗
っ
て
牽
牛
を
訪
ね
た
が
、
万
葉
七
夕
歌
で
は
、
少
数
の
例
外
二
五
二七・一七六四・一一○八一・一一一九○○）を除いて、牽牛が織女を訪
れる。牽牛は、「夜舟」を漕ぎ（「天の川夜舟を漕ぎて」〈二○二○〉、
又
、
「
ひ
き
か
た
の
天
の
川
瀬
に
船
浮
け
て
今
宵
か
君
が
我
許
来
ま
き
む
」
二
五一九〉他）、また、徒歩によって（「天の川去年の渡りでうつる
へば河瀬を踏むに」〈二○一八〉）天の川を渡るのである。行動的だっ
た織女は、万葉では、彦星を迎え待つ「つつましい女星」におのず
からに変貌する（「天の川川門八十ありいづくにか君がみ船をわが
待ちをらむ」〈二○八二〉他｝。
こ
う
し
た
こ
と
が
ら
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
中
国
渡
来
の
七
夕
伝
説
・
七
夕
詩
を
万
葉
人
が
彼
ら
み
ず
か
ら
の
経
験
に
基
づ
い
て
、
地
上
の
恋
の
現
実
の
あ
り
方
に
融
化
さ
せ
て
う
た
い
変
え
た
と
こ
ろ
に
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
男
星
が天の川を渡る、とうたい変えられたのも、万葉人の現実に、たと
えば「泊瀬川夕渡り来てわぎもこが家のかなとに近づきにけり」二
七五五）「明日香川明日も渡らむ石橋の遠き心は思ほえぬかも」（二
５
七○一）などとうたわれた河渡りの経験が存するからであふ。ただ
３
し、懐風藻所収の七夕詩は、「中国詩の潤色改作が多く、詩風を一
歩
も
出
で
な
い
」
（
小
島
憲
之
前
出
論
文
）
の
で
あ
る
か
ら
、
海
彼
の
七
夕
伝
説
・
七
夕
詩
は
、
特
に
「
和
歌
」
の
世
界
に
移
植
さ
れ
た
と
き
、
き
わ
め
て
露
６
わ
で
意
識
的
な
変
容
が
果
さ
れ
た
｝
」
と
に
な
る
。
大
久
保
正
「
人
麻
呂
歌
集
七
夕
歌
の
位
相
」
（
万
葉
集
研
究
・
第
四
集
）
が
、
上
述
の
如
き
変
容
を
見
た
後
、
「
と
す
れ
ば
、
地
上
の
男
女
の
紐
結
び
や
袖
振
り
の
習
俗
、
ま
た
船
を
対
岸
に
渡
す
渡
守
や
打
橋
、
後
朝
を
促
き
立
て
る
鶏
音
な
ど
が
（
万
葉
七
夕
歌
に
）
歌
われるのも、すこしも不思議は無いのである」と述べる一一一一口は、素直
に納得される。すなわち、万葉七夕歌は「天上の二星の観念が受け
入れられ成立した後においても、地上の生活や習俗のあり方が先で、
それを通してしか天の河や二星を感じとることができなかった」（前
記大久保論文）ものであったのだから、特に万葉七夕歌が、中国
七夕詩はもちろん懐風藻七夕詩からも距離を置いたところで切り開
い
て
い
た
固
有
の
歌
境
の
部
分
は
、
万
葉
七
夕
歌
の
「
地
上
的
性
格
」
と
呼
ん
で
さ
し
つ
か
え
な
い
の
で
あ
る
。
「
人
麻
呂
た
ち
、
天
武
朝
七
夕
歌
の
世
界
」
に
お
い
て
既
に
達
成
さ
れ
て
い
た
万
葉
七
夕
歌
の
特
徴
的
な
「
語
り
の
詠
法
」
を指摘する伊藤博『万葉集の表現と方法ｊ上』（第三章第四節）は、
「万葉人の七夕歌の世界」を「地上における男女の仲を七夕説話に
代
入
し
た
も
の
、
あ
る
い
は
天
界
の
七
夕
説
話
を
地
上
の
現
実
に
よ
っ
て
脚
色
したもの」ととらえつつ、万葉七夕歌の「物語的構成法」の妙手
の
中
に
、
「
幻
想
の
酔
興
に
よ
る
現
実
の
物
語
化
」
を
透
視
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
個
々
の
語
、
個
々
の
歌
に
お
け
る
彼
此
の
異
同
の
観
察
を
、
方
法
的
に
超
え
た
と
こ
ろ
で
成
さ
れ
た
考
察
だ
っ
た
が
、
お
の
ず
か
ら
に
、
万
葉
七
夕
歌
の
【＃！
「地上的性格」をも照射するものであった。
前
節
に
稜
っ
た
諸
先
学
の
論
考
に
し
た
が
っ
て
あ
ら
た
め
て
万
葉
七
夕
歌
に
目
を
落
と
す
と
き
、
そ
の
変
容
の
大
枠
に
収
ま
る
第
一
の
特
徴
と
し
て
顕
ら
か
に
き
れ
た
「
地
上
的
性
格
」
は
、
二
星
逢
会
の
局
面
を
写
し
取
る
表
現
を
支
配
し
て
も
い
た
は
ず
だ
と
容
易
に
考
え
至
る
。
先
学
論
考
は
、
二
星
逢
会
の
局
面
を特に取り上げることをせず、また「手枕」をめぐってのまとまっ
た
直
接
的
言
及
を
な
し
て
い
な
い
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
先
学
に
は
、
「手枕」もまた「地上的性格」を担う表現の一つであっただろうこ
と、つまり、万葉人の男女の地上的現実的な恋の姿が七夕伝説に投
影
さ
れ
融
化
し
て
う
た
わ
れ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
、
既
に
見
透
さ
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
「
女
星
の
許
に
到
着
後
は
、
「
天
とぶや領布かたしき、ま玉手の玉手さしかへ」（’五二○〉と云った
や
う
な
官
能
的
場
面
へ
移
っ
て
行
く
が
ざ
（
小
島
憲
之
前
記
論
文
）
と
い
う
わ
ず
か
な
一
行
の
言
及
の
な
か
に
も
、
二
星
逢
会
の
「
官
能
的
」
を
局
面
が
、
地
上
の
男
女
の
逢
い
を
表
現
す
る
「
手
枕
」
を
天
上
の
恋
に
活
用
し
て
う
た
っ
た
も
の
だ
と
見
ら
れ
て
い
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。
以
下
に
は
、
既
に
見
透
さ
れ
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
こ
と
が
ら
を
、
稿
者
な
り
に
確
認
す
る
た
め
に
、
そ
れ
が
中
国
七
夕
詩
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
う
た
い
方
て
は
な
か
っ
た
こ
と
を
見
る
こ
と
で
、
傍
証
を
得
た
い
と
考
え
る
の
み
で
あ
る
。
七
夕
詩
は
、
二
星
逢
会
の
局
面
を
ど
の
よ
う
に
う
た
っ
て
い
る
か
。
万葉人が懐中にし、作歌の手引書として活用し得た「類書」の七
夕
詩
が
検
討
の
中
心
で
あ
る
。
む
ろ
ん
七
夕
詩
は
、
そ
の
長
詩
型
の
中
に
、
二
塁
逢
会
の
前
後
の
行
動
や
心
情
を
う
た
い
こ
め
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
二
星
の
逢
い
の
局
面
に
ど
の
よ
う
な
表
現
が
与
え
ら
れ
て
い
る
か
を
見
る
の
が
目
的
で
。■■■■■
■■■■■
■■■■■■
４
ある。すると、二星逢会の頂点が、歓喜ではなく悲哀において、そ
し
て
具
体
的
に
で
は
な
く
抽
象
的
表
現
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
る
の
が
通
常
で
あったことをまず知る。
㈹
昔
離
秋
已
両
今
聚
夕
無
隻
。
ｏ
ｏ
ｏ
ｖ
ｏ
傾
河
易
廻
斡
款
顔
難
久
係
（
宋
謝
童
心
連
「
七
夕
詠
牛
女
詩
」
文
了
‐
一
一
－
９
一
一
一
選巻一二十、芸文類聚巻四、玉台新詠巻一一一、
初
学
記
巻
四
〈
款
顔
を
款
情
に
作
る
ご
何
沈
情
未
申
蔦
飛
光
已
瓢
忽
一
一
一
来
対
砂
難
期
今
歓
自
妓
没
（
宋
南
平
王
劉
礫
「
七
夕
一
詠
牛
女
詩
』
し
Ｖ琴云文類聚巻四、他）
。
。
。
。
◎
。
ｎ
来
歓
暫
巧
笑
還
涙
已
啼
壯
（
梁
何
遜
「
七
夕
詩
」
。
一
一
云
文
類
聚
巻
四
、
玉
台
巻
五
、
初
学
記
巻
四
）
二星逢会の限られた時間の短かさを長い愁嘆とともにうたうのが、
六
朝
詩
人
達
の
常
套
だ
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
右
に
挙
げ
た
例
に
限
ら
ない。宋王僧達「七夕月下詩」（芸文類聚巻四、他）も、逢瀬の喜こ
びを喜こぶ間なく涙の別離をうたう（「来歓記終夕、収涙泣分河」）。
ｖ
Ｖ
二
一
束の間の逢瀬の歓情の中に既に宿〈叩的に萌している長い悲嘆こそが、
七
夕
詩
に
お
い
て
焦
点
化
さ
れ
た
最
重
要
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
二
星
逢
会
の
場
面
が
、
「
時
間
の
短
か
さ
」
に
よ
っ
て
と
ら
え
ら
れ
、
逢
会
そ
の
も
の
が
描
か
れ
る
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
詩
句
（
梁
武
帝
「
七
夕
詩」・芸文類聚巻四）にもうかがえるのである。
玉壷承液急蘭膏依暁煎レ
「
些
曰
悲
漢
難
越
今
傷
河
易
旋
一
一
一
Ｖ
二
｜
し
しかし、たとえば『文選』「古詩十九首」中の「逼逼牽牛星」（こ
の
詩
、
芸
文
類
聚
も
「
古
詩
曰
」
と
し
て
引
く
）
が
、
七
月
七
日
当
夜
の
こ
と
を
う
た
わ
ず
に
、
水
の
み
ち
み
ち
た
天
の
川
に
隔
て
ら
れ
て
二
星
相
会
う
を
得
な
い
状
況
の
み
を
う
た
う
（
「
河
漢
清
く
し
て
且
つ
浅
し
、
相
去
る
こ
と
復
た
幾
許
ぞ
、
盈
盈
た
る
一
水
の
問
、
脈
脈
と
し
て
語
る
を
得
ず
」
）
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
逢
会
の
場
面
を
ま
っ
た
く
と
り
あ
げ
て
い
な
い
こ
と
に
比
べ
れ
ば
、
相
会の局面が実体的にではなしに「時間の短かさ」によってでもうた
わ
れ
た
こ
と
は
、
二
星
逢
会
伝
説
の
形
成
、
成
立
に
と
も
な
う
、
詩
に
お
け
る
一局面の開拓であったとは言うことができよう。
ただし、圧倒的に多く七日当夜のことをうたい、二星逢会の時間
をうたいこめている「類書」の七夕詩が、二星逢会の歓喜に焦点を
当
て
、
そ
れ
の
み
を
主
題
化
す
る
こ
と
は
ま
ず
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
部
分
的
に
逢
会
の
場
面
が
う
た
わ
れ
て
も
、
そ
こ
に
与
え
ら
れ
た
表
現
は
、
「
今
歓
」
「来歓」のように抽象化されたものであった。つまり、「官能的」
な場面が、「官能的」な表現をもって直接的にうたわれることはなか
ったのである。むろん、「手枕」に類する表現は見当らない。前掲
何の「沈情未だ申寓せざるに、飛光已に瓢忽たり」の句が、万葉の
「ただ今宵逢いたる児らに言問もいまだせずしてさ夜ぞ明けにける」
（二○六○）の下一一一句に同想で、やや具体に傾いた珍しい例と見ら
れ
る
く
ら
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
傾
向
は
、
懐
風
藻
の
七
夕
詩
に
お
い
て
も
同
じ
よ
う
に
観
察
さ
れ
る
。
出雲介吉智首の「土一一一一口七夕一首」に例をとれば、
仙
車
渡
鵲
橋
神
駕
越
清
流
。｜一。。一
一
一
一
天
庭
陳
相
一
号
華
閣
鐸
離
愁
一一一一
一
一
一
に見るごとく、逢〈三の局面が「相喜を陳べ」「離愁を輝く」とうた
。
。
われる一）とは、「面前の短楽」「別後の長愁」（懐風藻・藤原朝臣
史、「七夕」）と殆ど等質の、非実体的で抽象的な表現と言わざるを得
５
ないだろう。
しかし、万葉人は、七夕の世界から相会の局面ゆみを切り取り、
８
‐しかも、それを歓喜の歌と－）てうたうことがあった。「危険を冒し
てやって来て、織女に逢えたことを喜こぶ牽牛の歌」は、「天の川
渡り瀬ごとにしのひつつ来しくもしるし連へらく思へば」（二○七四）
に指摘されているし、また、「やっと牽牛に逢えた喜こびを歌った
織女の歌」は、「天の川川門に居りて年月を恋ひ来し君に今夜逢へ
るかも」（二○四九）に指摘されている（新潮日本古典集成本当該
歌頭注）。このほかにも、二○一七・一’○五七・二○七九歌が、「逢
えた喜こび」を焦点化してうたいあげている。そして、これらの歌
がいずれも、逢会の歓喜の局面を、二星いずれかの当事者的立場で
９
うたっている点に留意したいと思訓。当事者的立場とは、詠者が対
象
に
合
一
化
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
詠
者
自
身
を
い
わ
ば物語中の人物となすことである。二星の共寝の夜の、寝屋での痴
語
が
、
「
恋
ふ
る
日
は
日
長
き
も
の
を
今
夜
だ
に
と
も
し
む
く
し
や
逢
ふ
く
き
ものを」（二○七九）とうたわれたのも、同様の当事者的立場から
の詠作であった。しかも、この二○七九歌が、七夕歌とはまったく
無関係な、「今だにも目なともしめそ相見ずて恋ひむ年月久しけま
く
に
」
（
二
五
七
七
）
と
い
う
類
想
歌
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
自
身
が
主
人
公である地上の男女の恋の影が、天上二星の共寝の歓喜に投射して
うたわれたものであることを示していよう。
地
上
的
な
恋
の
現
実
に
よ
っ
て
寝
屋
で
の
痴
語
を
す
ら
と
り
あ
げ
て
う
た
う
ことと、二星逢会の局面を「手枕」という具体的官能的表現によっ
てうたいあげることとは、同じ線の上のこととして理解される。天
上
二
星
の
共
寝
の
「
手
枕
」
は
、
七
夕
詩
に
は
見
出
せ
な
い
、
万
葉
人
の
「
脚
《淫》
１、七夕歌は、人麻呂とその周辺（巻十・人麻呂歌集）の四十首、
巻八・億良の十二首、巻十七～二○・家持の十一一一首に偏在する。
なお、村山出「七夕歌と憶良」（北大「国語国文研究」昭〃．、）
は、中西進論考によって、巻十出典未詳七夕歌群を、「憶良とそ
れ以後」の群に分類している。小島憲之『上代日本文学と中国文
学』中巻五の九は、それを、「第一一期より第三期へまたがる天平
中期を下らない頃の作かと一般に推定されてゐる」と述べている。
尚々、大久保正「人麻呂歌集七夕歌の位相」（蔑葉集研究・第四
集）に、「主として人麻呂によって創始せられたと考えられる万
葉七夕歌の世界芳」の言がある。
２、古今集七夕歌群にあってこの二首は、自分の恋を中心とした、
いわば「寄七夕恋」の趣となっている点で他と異匝である。ただ
し、進行する時間の配列の原則から見れば、この二首、途会直後
の二塁に重ねた自分たちの寝屋でのさざめきごとと解し得るか。
３、後撰集以下の七夕歌は、二星逢会の局面を次のようにうたうば
かりである。後撰・二一一一五「秋の夜のこころもしるく七夕のあへ
る今宵は明けずもあらなむ」拾遺・一五三「刎川刈刊ⅡⅥ刎叫ｑⅡ
なげく七夕はいつか心ののどけかるくき」、金葉（三奏本）一五
色」によるものだった。七夕伝説・七夕詩の日本的受容の中で、地
上の恋の歌ことば「手枕」が、天上の恋の表現に具体の一つを提供
Ⅲ
した、とも一一一口える。
本稿は、万葉七夕歌二足逢会の表現をめぐって、主に「手枕」の
視
点
か
ら
考
え
た
。
６
三「こひこひてこよひばかりや七夕の枕にちりのつもらざるらん」、
千載・二一一一六「七夕のあまの羽衣かさねてもあかぬちぎりやなほ
むすぶらん」。
４、ここで「七夕語彙」とは、天の川、彦星、織女、棚機、年の恋
な
ど
（
稲
岡
耕
二
「
人
麻
呂
歌
集
七
夕
歌
の
性
格
」
・
萬
葉
集
研
究
第
八
集
所載）。㈹歌の「我が待ちし秋」は、秋の結婚の習俗（西村亨『王朝
恋詞の研究』第九章）を背景にするか。又、何歌の「天人」も、
七
夕
歌
群
の
中
に
あ
っ
て
は
じ
め
て
そ
れ
が
牽
牛
を
さ
す
こ
と
が
確
実
と
な
るものであるかも知れない。
５
、
小
島
憲
之
注
１
論
文
は
、
万
葉
の
渡
河
の
歌
群
に
つ
い
て
、
「
背
後
に
中
国的な渡河の思想があるとみるべきではなく」と述べる。
６、ただし、詩語を翻訳したごとき七夕歌語など、詩の影響の存す
・ることも指摘されている（小島注１論文）。最近では、田中大士「七
夕独詠歌論」（筑波大「日本語と日本文学」第５号）が、家持の
漢詩文受容の面から七夕詩的倭歌の成立について論じている。
７
、
た
だ
し
、
伊
藤
博
説
の
論
点
は
、
「
ま
ず
第
三
者
的
立
場
で
う
た
っ
て
主
題を提示し、ついで、当事者的立場でうたうことにより、提示さ
れたものを演鐸し深化して展開する詠法」を見定めるところから、
「万葉の歌語り」を闇明することにある。
８
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
文
学
形
態
の
差
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
「
短
歌」が盛り込み得る分量は、後世の句題和歌に典型的に見るよう
に、詩の二句程度が限度であったろう。
そこで量「的に「詩」と対応可能な「長歌」を検するに、万葉七
夕歌の長歌は都合五首（一五一一○・’七六四・一一○八九・二○九
二・四一一一五）、うち、’七六四歌（作者未詳）は、「玉橋」「船」
で
の
渡
河
前
の
状
況
を
う
た
う
の
み
、
二
○
九
二
歌
（
作
者
未
詳
）
は
、
「
天
の
河
原
に
月
ぞ
経
に
け
る
」
（
反
歌
）
と
い
う
「
待
つ
」
状
況
を
う
た
い
、
当
夜
逢
会
の
場
面
に
触
れ
な
い
。
他
の
一
一
一
首
は
Ｐ
天
地
開
關
の
昔
か
ら
天
の
川
に
隔
て
ら
れ
て
い
る
二
塁
に
う
た
い
起
こ
し
（
二
○
九
二
歌
も
）
、
逢
会
の
場
面
を
取
り
上
げ
る
。
一
五
二
○
歌
（
憶
良
）
に
「
真
玉
手
の
王
手
さ
し
交
へ
」
、
二
○
八
九
歌
（
作
者
未
詳
）
に
「
落
ち
た
ぎ
つ
早
瀬
渡
り
て
若
草
の妻が手まくと」、四一二五歌に「思ほしき一一一一口もかたらひ……言
間
ひ
の
乏
し
き
児
ら
」
と
あ
る
。
七
夕
詩
よ
り
も
描
写
は
具
体
に
わ
た
り
、
「短歌」での逢会場面の描写と無縁ではなかろう。
９
、
芸
文
類
聚
収
載
の
七
夕
詩
に
は
、
当
事
者
的
立
場
で
の
詠
を
見
る
（
宋
顔
延之「為織女贈牽牛詩」、梁沈約「織女贈牽牛詩」、梁王蒟「代牽
牛
答
織
女
詩
」
）
。
万
葉
七
夕
歌
の
当
時
者
的
立
場
て
の
詠
法
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
、
、
な
お
、
複
合
語
「
手
枕
」
は
和
語
に
ち
が
い
あ
る
ま
い
が
、
文
選
、
玉
台
、
芸文類聚などの七夕詩に、「枕手」といった語は見当らない。中
国詩では一般に「枕肱」（初唐賂賓王、上冗州崔長史啓に用例あ
り）「枕肘」「枕臂」が用いられたようである。晩唐季商隠に「枕手」。ｏ
の用例を見る（偲文韻府）。玉台新詠では「孤枕」の類が多い（「伏枕
。
。
◎
独展輔」〈巻一〉、「夜分就孤枕」〈巻四〉、「槍々独涼枕」〈巻七〉な
ど）。万葉の「手枕」は共寝を指示するのがその特徴であり、彼此
の差である。「手枕」についての検討は、拙稿「万葉「手枕」考」
冑
国
語
国
文
』
昭
陀
・
１
）
で
行
っ
た
。
参
照
頂
け
れ
ば
幸
で
あ
る
。
（北海道教育大学助教授）
７
